
津山市城西伝統的建造物群保存地区

指定区分 国重要伝統的建造物群保存地区

読みかた
つやましじょうさいでんとうてきけんぞうぶ
つぐんほぞんちく

所在地
津山市坪井町、上紺屋町、宮脇町、西今
町、西寺町、茅町、鉄砲町及び小田中の
各一部

指定年月日 令和2年12月23日

解説

津山城下町の西部に成立、発展した寺町
及び商家町。出雲往来を軸とした近世以
来の地割を良く残し、寺町は、藩主の菩提
寺をはじめ、江戸時代の様相を伝える伽
藍とともに、慶長期以降各時代、各宗派の
寺院建築が良く残る。また、商家町は、往
来沿いに近代の発展を示す伝統的な町家
が連続して残る。江戸時代から近代にか
けて津山城下町西部に発展した寺町、 商
家町の歴史的風致を良く伝える。

アクセス方法
中国道津山ICから車で約１５分
JR津山駅から徒歩約２０分

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

国重要伝統的建造物群保存地区

ぶんかざいめい
（文化財名）

津山市城西伝統的建造物群保存地区

よみかた
つやましじょうさいでんとうてきけんぞうぶ
つぐんほぞんちく

しょざいち
（所在地）

津山市坪井町、上紺屋町、宮脇町、西今
町、西寺町、茅町、鉄砲町及び小田中の
各一部

していしたひ
（指定した日）

令和2年12月23日

せつめい

津山市城下の西にあります。お寺や商家
がたくさんならんだ町になっています。江
戸時代から昭和時代にかけて、旧城下町
に発展した町の歴史が良く残っています。

きっずページ


